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【屋内遊具施設の必要性について】
冬季は公園が閉鎖され、子どもが十分に体を動かせる場所が極端に少なくなります。
子どもの体力・健康・情緒の発達を考えると、屋内で思い切り発散できる施設は必要だと感じています。
また、近隣町村との差別化にもつながり、子育て世帯の定住促進にも寄与すると思います。

【安全性の確保（年齢別エリア分け）】
低年齢層と高学年が同じ空間で遊ぶと、衝突や転倒などの事故が起きやすく危険です。
そのため、年齢や発達段階に応じたエリア分けを行い、安全に遊べる環境を整えていただきたいです。

【保護者のコミュニティ形成の場としての機能】
屋内遊具施設は、子どもだけでなく保護者にとっても交流の場になります。
保護者が会話しながらも子どもの様子を見守れるよう、見通しの良いレイアウトや座れるスペースがあると嬉しいです。
子どもたちがエネルギーを発散できる場があることで、保護者の精神的な安定にもつながると感じています。

【複合施設のモデルとしての「あいぱれっと」について】
さいたま市の子ども家庭総合センター「あいぱれっと」は、
• 座りながら子どもを見守れる遊び場
• 親同士が自然に交流できる空間
• 親子で絵本を読めるスペース
• 子ども相談・若者相談など複数の相談窓口
• 中高生の自習・サークル活動ができるスペース
• 習い事にも使えるスタジオ
など、多機能でありながら利用者にとって非常に使いやすい施設です。

大樹町でも、生涯学習センターの機能をより使いやすく発展させた形で、
こうした複合施設が整備されると、子どもから大人まで幅広い世代が利用できる拠点になると感じます。
特に大樹町は習い事が盛んな地域でもあるため、スタジオのような多目的スペースは多くの町民に活用されると思います。

【複合施設が難しい場合の代替案（空き家活用）】
もし複合施設の整備が難しい場合は、空き家を活用した小規模な屋内遊び場や、住宅の間取りを活かした“仕掛けのある施設”も良いのではないかと思います。

【遊具の種類について】
ボルダリングのように場所を取りすぎず、子どもが夢中になれる遊具は有効だと思います。
また、こども園では跳び箱発表会があるため、跳び箱の練習ができるスペースがあると、子どもたちの自信や達成感にもつながると感じます。

【多世代交流について】
高齢者も利用できる施設は良いと思いますが、子どもの声が気になる方もいるため、音の分離や動線の工夫など、苦情が出ないような設計・運営が必要だと考えます。

【立地について】
複合施設として整備する場合は、生涯学習センターや福祉センター周辺など、既存の公共施設が集まっている場所が適していると感じます。

さいたま市子ども家庭総合センターあいぱれっとHP
https://www.i-palette.com/facility.html


	回答

	この度は貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。
屋内遊戯施設については、関連計画である「大樹町都市計画マスタープラン」や「大樹町子ども・子育て支援事業計画」において、土地利用の観点や、誰もが集える居場所等の整備として位置付けられています。こういった関連計画からの抽出を踏まえ、本計画においても誘導施設の対象としており、移住定住の促進や、多世代交流の場として期待される施設の一つとされています。
また、「大樹町公共施設等総合管理計画」においても、公共施設の統合や複合化により効率的な施設配置を図ることとしており、町民ニーズを踏まえた公共施設の将来像の検討や多角的な利用についての検討が必要となってきます。
現時点では整備に向けての具体的な検討には至っておりませんが、今後、整備に向けた検討熟度が高まった際には、今回頂いたご意見も含め、町民の皆さんからも幅広くご意見をいただいてまいります。
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